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１【内部統制報告書の訂正報告書の提出理由】

平成23年６月23日に提出いたしました第66期（自　平成22年４月１日　至　平成23年３月31日）内部統制報告書の記載

事項の一部に誤りがありましたので、金融商品取引法第24条の４の５第１項に基づき、内部統制報告書の訂正報告書を

提出するものであります。

　

２【訂正事項】

３【評価結果に関する事項】

　

３【訂正箇所】

訂正箇所は＿を付けて表示しております。

　

　　３【評価結果に関する事項】

　　（訂正前）

　上記の評価の結果、当事業年度末日時点において、当社の財務報告に係る内部統制は有効であると判断しました。

　

　　（訂正後）

　下記に記載した財務報告に係る内部統制の不備は、財務報告に重要な影響を及ぼすこととなり、重要な欠陥に該当

すると判断いたしました。したがって当事業年度末日現在において、当社の財務報告に係る内部統制は有効でない

と判断いたしました。

　

記

　当社並びに連結子会社において不適切な会計処理が行われていたことが、当社親会社である株式会社協和エクシ

オの内部監査により発覚いたしました。当社親会社並びに当社監査部門等による事実関係の調査および原因究明を

行った結果、当社の一部の事業部門、支店及び一部の連結子会社において完成工事原価の繰延べ等による不適切な

会計処理が行われ、本報告の対象となる会計期間の連結業績へは約311百万円の影響があったことが判明いたしま

した。

　当該組織における不適切な会計処理は、業績管理責任者である各組織の幹部管理職者の主導により行われたもの

でありますが、当該不適切な処理の発覚が遅れたのは、当社及び連結子会社内の業務統制活動の運用の不備に加え、

全社的な内部統制においてコンプライアンスの認識が不十分であり、また財務部門による統制や内部監査体制並び

にグループ管理体制が脆弱であったことによるものであります。

　なお、これに伴い当社は、第66期（自　平成22年４月１日　至　平成23年３月31日）の第１四半期から第３四半期ま

での四半期報告書及び有価証券報告書並びに第67期第１四半期（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）の

四半期報告書の訂正報告書を提出いたしました。

　当社といたしましては、財務報告に係る内部統制の重要性を認識しており、重要な欠陥を是正するために今後はコ

ンプライアンスの浸透やグループ子会社に対するガバナンスの強化等の是正措置、再発防止策を講じ、当社並びに

グループ子会社における適切な内部統制を整備・運用してまいります。

　財務報告に係る内部統制の重要な欠陥を是正するための措置を以下のように考えております。

（１）コンプライアンス意識の徹底

（２）財務報告統制、評価監査体制の強化

（３）グループ管理体制の強化

（４）外部監査、社外監査役体制の充実

（５）グループ人事ローテーションの推進

（６）子会社経理機能の強化

（７）業務プロセス統制の再整備

（８）社内システムによる補完統制の整備

　上記是正措置の一部として、既に以下の対応策を実行いたしております。

（１）内部統制委員会等統制関連機関の見直し

（２）財務部門並びに内部監査部門スタッフの充足

（３）親会社監査の定期的実施

（４）子会社管理諸規程等報告制度の見直し

（５）子会社への役員、総務経理スタッフの派遣

（６）子会社決算業務等のアウトソーシングの実施

（７）原価訂正処理に係る業務統制手続きの見直し

（８）グループ各社財務データのシステムチェックの実施

以　上　
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